






1.睡眠中の無呼吸前後の行動のポリグラフ・行動同時記録による分析 SIDS の発症機序とし

て、少なくとも一部の例においては、睡眠中の無呼吸とそれによる低酸素症が関与してい

ると考えられる。これまで満期に達した早期産児と正期産児の睡眠中の無呼吸の比較、SIDS

のモデルとして睡眠中に無呼吸をきたす疾患のポリグラフ的検討、REM 睡眠中の無呼吸と

REM バーストの関係などについて研究を行ってきた。 

GuilleminautらはSIDS未然状態経験児の24時間ポリグラフから睡眠中無呼吸は覚醒直前

に有意に増加することを見出し、覚醒反応が呼吸刺激により無呼吸防止機構として働いて

いるのではないかと推論した。そこで無呼吸発作頻発を示して新生児例においてビデオに

よるポリグラフ・行動同時記録による無呼吸前後の行動の変化について検討した。 


